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平
成
二
十
九
年
六
月　
一
頁
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
十
二
月
十
日
・
十
一
日
、
四
川
大
学
古
籍
整
理
研
究
所
の
研
究
者
を
お
招
き
し
て
、
大
阪
大
学
で
「
儒
学
─
蜀
学
と
文
献
学
─
」
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
四
川
大
学
は
、中
国
四
川
省
成
都
に
あ
る
総
合
大
学
で
、
北
京
大
学
や
復
旦
大
学
な
ど
と
並
び
、
中
国
の
重
点
総
合
大
学
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
特
に
儒
教
研
究
に
は
定
評
が
あ
り
、『
儒
蔵
』
や
『
全
宋
文
』
と
い
っ
た
大
冊
の
刊
行
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
大
阪
大
学
も
、
江
戸
時
代
の
漢
学
塾
「
懐
徳
堂
」
を
精
神
的
源
流
と
す
る
総
合
大
学
で
、
現
在
、
附
属
図
書
館
は
、「
懐
徳
堂
文
庫
」
約
五
万
点
の
貴
重
資
料
を
収
蔵
し
、
大
学
院
文
学
研
究
科
に
は
、
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
が
置
か
れ
て
い
る
。
四
川
大
学
古
籍
整
理
研
究
所
と
の
学
術
交
流
は
、
一
つ
の
宿
命
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
も
う
一
つ
重
要
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
名
古
屋
大
学
と
大
阪
大
学
と
の
学
術
交
流
で
あ
る
。
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
第
一
回
の
交
流
会
を
大
阪
大
学
で
開
催
し
、
以
降
、
毎
年
秋
、
交
替
で
名
古
屋
大
学
と
大
阪
大
学
と
を
会
場
と
し
て
、
中
国
哲
学
・
中
国
文
学
研
究
室
の
教
員
・
学
生
・
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
交
流
会
を
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
合
体
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
二
日
間
に
わ
た
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
四
川
大
学
・
名
古
屋
大
学
・
大
阪
大
学
の
関
係
者
計
十
名
が
講
演
・
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
発
表
原
稿
を
修
訂
の
上
、
投
稿
し
て
い
た
だ
き
、
と
り
ま
と
め
た
の
が
、
こ
の
特
集
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
ご
出
席
い
た
だ
け
な
か
っ
た
四
川
大
学
古
籍
整
理
研
究
所
所
長
の
舒
大
剛
教
授
か
ら
、
別
途
玉
稿
を
賜
り
、
巻
頭
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
関
係
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の
特
集
が
日
中
の
学
術
交
流
に
寄
与
す
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
た
い
。

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授

湯
浅
邦
弘
特
集
「
儒
学
─
蜀
学
と
文
献
学
─
」
に
つ
い
て
（ 1 ）
